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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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言
葉
で
笑
い
を
紡
い
だ
井
上

ひ
さ
し
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
。
常
に
社
会
の
矛
盾
を
鋭

く
見
据
え
、
弱
い
者
の
目
線

か
ら
言
葉
の
力
で
世
の
中
に

問
い
続
け
て
き
た
▼
「
憲
法

は
国
民
が
、
国
家
権
力
を
持

つ
人
た
ち
が
勝
手
な
こ
と
を

し
な
い
よ
う
に
縛
る
も
の
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
日
米
安

保
条
約
に
ふ
れ
、「
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
死
者
の
う
ち　

％
95

は
一
般
市
民
だ
っ
た
。
軍
隊

が
あ
れ
ば
国
を
守
れ
る
と
い

う
の
は
、
よ
ほ
ど
の
理
想
家

か
、
う
そ
つ
き
で
す
ね
」
と

も
語
っ
た
▼　

年
に
は
作
家

04

の
大
江
健
三
郎
さ
ん
ら
と
平

和
憲
法
を
守
る
た
め
の
「
九

条
の
会
」
を
設
立
。
日
本
は

「
憲
法
を
も
と
に『
共
に
生
き

る
社
会
』
を
探
求
す
べ
き
」

と
の
氏
の
言
葉
を
胸
に
刻

み
、
未
来
に
つ
な
げ
た
い
。

平
和
で
平
等

な
ユ
ー
ト
ピ

ア
「
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う

た
ん
島
」
に

は
じ
ま
り
、

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

最
後
に
竜
の
活
用
で
…
…
。

　
（　

分
で
二
段
）
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「
若
者
同
士

が
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、
み
ん

な
の
力
で
職
場

も
社
会
も
変
え
よ
う
」「
私
た

ち
は
一
人
で
は
な
い
し
、
無

力
で
は
な
い
」。

　

東
京
・
明
治
公
園
で
５
月

貧困と格差の解消を
　

メ
ー
デ
ー
の
5
月
1
日
、

東
京
・
代
々
木
公
園
で
「
第

　

回
中
央
メ
ー
デ
ー
」
を
開

81き
、
大
黒
作
治
代
表
委
員

（
全
労
連
議
長
）は
鳩
山
政
権

に
対
し
、「
財
界
・
大
企
業
の

『
競
争
力
』と
い
う
呪
縛
か
ら

抜
け
出
せ
ず
、
多
く
の
労
働

者
・
国
民
か
ら
失
望
感
と
怒

り
が
噴
出
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
と
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
、
米
軍
普
天
間
基
地

撤
去
の
課
題
で「
公
約
守
れ
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

中
央
メ
ー
デ
ー
会
場
で
署

名
を
訴
え
た
全
厚
生
日
本
年

金
機
構
本
部
支
部
の
組
合
員

は
、「
仕
事
は
忙
し
い
の
に
、

職
場
の
半
分
近
く
が
派
遣
や

委
託
な
ど
の
短
期
間
雇
用
の

人
た
ち
」
と
語
り
、「
年
金
記

録
問
題
の
処
理
は
簡
単
な
も

の
を
優
先
的
に
済
ま
せ
、
現

在
は
難
し
い
も
の
し
か
残
っ

て
い
な
い
」、「
専

門
知
識
や
経
験
の

蓄
積
な
ど
が
で
き

る
よ
う
人
を
育
て

る
環
境
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

【
写
真
右
は
中
央

メ
―
デ
ー
で
の
全

国
税
隊
列
、
写
真

上
は
新
潟
県
中
央

集
会
で
横
断
幕
を

掲
げ
行
進
す
る
全

国
税
組
合
員
】

基地撤去もアピール中央メーデー
に３万２千人

生活と権利守るため全国税選択を

マ
イ
ナ
ス
勧
告
は
許
さ
な
い

　

民
間
大
手
は
ほ
ぼ
「
定
昇
維
持
」
の
中
で

中
小
企
業
は
昨
年
を
若
干
下
回
る
賃
上
げ

回
答
に
推
移
—
—
一
時
金
の
妥
結
も
全
体

と
し
て
回
復
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
昨

年
末
に
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
今
年
も

マ
イ
ナ
ス
勧
告
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、「
最
低
賃
金
時

給
1
0
0
0
円
実
現
」に
全
力
を
あ
げ
る
と

と
も
に
、
今
夏
人
事
院
勧
告
期
に
む
け
て
、

初
任
給
な
ど
賃
金
の
底
上
げ
、
非
常
勤
職

員
等
の
制
度
・
処
遇
改
善
、
心
と
身
体
の
健

康
・
安
全
対
策
を
重
点
に
、
使
用
者
で
あ
る

政
府
や
代
償
機
関
で
あ
る
人
事
院
の
責
任

追
及
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
春
闘
期
に
具
体
的
な
回
答
・

言
及
が
な
か
っ
た
課
題
も
ふ
く
め
、
人
勧

期
に
む
け
実
現
を
迫
る
6
項
目
の
重
点
要

求
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

賃
金
の
改
善
等

①　

従
来
の
比
較
方
法
の
再

検
討
も
含
む
精
確
な
官
民
給

与
水
準
の
比
較
を
行
い
、
職

員
の
生
活
と
労
働
の
実
態
に

ふ
さ
わ
し
い
水
準
に
改
善
。

②　

一
時
金
は
現
行
水
準
を

維
持
・
改
善
。
一
時
金
に
占

め
る
勤
勉
手
当
の
割
合
と
全

体
の
上
下
格
差
を
縮
小
。

③　

初
任
給
近
辺
の
官
民
較

差
の
解
消
及
び
前
回
引
下
げ

分
の
回
復
、
住
居
・
通
勤
・

単
身
赴
任
・
寒
冷
地
手
当
の

重
点
的
改
善
。

2　

高
齢
期
雇
用
制
度

①　
「　

歳
定
年
制
」確
立
に

65

む
け
必
要
な
意
見
の
申
出
を

行
う
こ
と
。　

歳
前
後
の
給

60

与
・
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
公
平
で
納
得
性
の
高

い
仕
組
み
と
す
る
。

②　

具
体
的
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
職
務
給
の
原
則
、
年

齢
差
別
禁
止
の
観
点
、
生
涯

賃
金
の
世
代
間
公
平
の
観

点
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
の
回
避
、
蓄
積
さ
れ
た
知

識
・
能
力
・
経
験
に
ふ
さ
わ

し
い
給
与
・
処
遇
を
図
る
。

3　

非
常
勤
職
員
の
処
遇

①　

非
常
勤
職
員
の
「
日
々

雇
用
」
形
態
や
契
約
更
新
の

上
限
期
間
の
廃
止
。

②　

可
能
な
限
り
長
い
任
期

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
更

新
の
基
準
・
理
由
を
明
示
す

る
仕
組
み
を
確
立
。

③　

希
望
に
基
き
、
ス
テ
ッ

プ
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た

め
の
機
会
提
供
。

④　

均
等
待
遇
確
立
に
む
け

た
法
整
備
を
図
る
。
当
面
、

「
給
与
指
針
」や
休
暇
等
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
常
勤
職
員

と
同
様
の
制
度
に
改
善
。

4　

時
短
、
休
暇
制
度

①　

超
勤
縮
減
を
は
じ
め
総

実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け
た

実
効
あ
る
取
り
組
み
を
強
力

に
推
進
。
そ
の
障
害
と
な
っ

て
い
る
定
員
と
業
務
量
の
関

係
に
つ
い
て
、
公
務
員
の
勤

務
条
件
改
善
の
観
点
か
ら
必

要
な
意
見
を
表
明
す
る
。

②　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を

早
期
に
新
設
。
病
休
制
度
に

つ
い
て
期
間
や
有
給
の
範
囲

等
を
改
悪
し
な
い
。

5　

民
主
的
公
務
員
制
度

　
　

労
働
基
本
権
の
確
立

①　

中
立
・
公
正
な
行
政
確

立
の
た
め
、
公
務
員
の
身
分

保
障
を
形
骸
化
さ
せ
る
動
き

に
対
し
、
専
門
・
中
立
的
な

人
事
行
政
機
関
の
責
務
と
し

て
毅
然
と
し
て
対
処
す
る
。

②　

職
員
の
市
民
的
・
政
治

的
自
由
を
保
障
す
る
観
点
か

ら
、
人
事
院
規
則　

—
７
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（
政
治
的
行
為
）を
抜
本
的
に

再
検
討
す
る
。

6　

健
康
・
安
全
の
確
保

①　

心
の
病
発
生
を
予
防
す

る
施
策
の
充
実
、「
職
場
復

帰
と
再
発
防
止
方
針
」
の
実

効
を
上
げ
る
た
め
改
定
を
進

め
る
。

②　

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め

の
人
事
院
規
則
及
び
指
針
作

成
の
た
め
の
検
討
を
た
だ
ち

に
開
始
す
る
。

「
1
0
0
0
円
最
賃
実
現
」と
一
体
で

人勧期にむけた
重点要求を決定

　PC・携帯からアクセスして

賛否・意見を聞かせて下さい

　

日
、『
全
国
青
年
大
集
会

16２
０
１
０
』（
実
行
委
員
会
は

全
労
連
青
年
部
、
首
都
圏
青

年
ユ
ニ
オ
ン
、
日
本
民
主
同

盟
な
ど
で
構
成
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
５
２

０
０
名
の
青
年
た
ち
は
、
人

間
ら
し
い
仕
事
と
く
ら
し
を

求
め
て
た
た
か
う
互
い
の
経

験
に
共
感
の
拍
手
と
声
援
を

送
り
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
、
貧
困
か
ら
抜
け
出

す
社
会
保
障
の
充
実
、
最
低

賃
金
１
０
０
０
円
以
上
」
な

ど
「
ま
と
も
に
生
活
で
き
る

仕
事
を
！
人
間
ら
し
く
働
き

た
い
！
」
と
願
い
が
会
場
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、「
青
年
を
モ
ノ

扱
い
す
る
な
！
」「
生
き
る
希

望
を
取
り
戻
そ
う
」
と
、
東

京
都
内
で
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
青
年
大
集
会
に
５
２
０
０
名
が
結
集

分科会「税ミナール」で講
師をした田山青年部長

絵
芥

械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
械
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社
員
元
気
→
会
社
繁
栄

【
北
陸
地
連
】

　

そ
の
会
社
は
社
員
に
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
出
場
を

奨
励
し
旅
費
を
負
担
す
る

制
度
を
つ
く
っ
た
（
略
）。

　

わ
が
職
場
で
は
、
ち
ょ
う

ど
資
料
調
査
課
と
の
合
同

調
査
中
だ
っ
た
が
、
特
調
担

当
の
調
査
官
が
重
い
鞄
を

さ
げ
、
眼
は
充
血
し
疲
れ

切
っ
た
顔
で
帰
っ
て
き
た
。

　

効
率
や
ノ
ル
マ
で
職
員

を
疲
弊
さ
せ
、
元
気
を
奪
い

と
る
職
場
に
な
っ
て
い
る
。

（
略
）
ホ
ノ
ル
ル
ま
で
の
旅

費
と
は
言
わ
な
い
が
、
福
利

厚
生
も
重
要
だ
。

僕
ら
の
言
い
た
い

　
　
　

放
題
集
よ
り

【
東
京
地
連
】

▼
管
理
運
営
な
ん
で
す
が

仕
事
に
区
切
り
が
あ
り
ま

せ
ん
…
。
開
封
・
入
力
・
債

権
管
理
…
、
仕
事
が
管
運
の

中
を
横
異
動
し
て
い
ま
す
。

　

や
っ
て
も
や
っ
て
も
な

か
な
か
区
切
り
が
つ
か
ず

疲
労
感
ば
か
り
た
ま
っ
て

い
ま
す
。　
（
普　
　

女
性
）

52

▼
今
年
ほ
ど
、
ま
と
ま
り
の

な
か
っ
た
確
申
期
は
な

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
ぁ
。

　
「
そ
れ
は
○
○
の
仕
事
に

な
っ
て
い
る
か
ら
」「
こ
ち

ら
も
人
が
い
な
い
か
ら
」、

よ
く
聞
い
た
な
ぁ
。

　

部
門
間
協
力
も
い
ま
一

つ
で
、
疲
れ
方
も
例
年
と
違

う
、
な
ん
か
雰
囲
気
が
暗
い

ん
だ
よ
ね
。
大
変
な
の
は

一
緒
だ
か
ら
、
せ
め
て
ま
と

ま
り
良
く
や
り
た
い
よ
。　

　
　
　
　
（
専　
　

男
性
）
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ト
イ
レ
の
中
ま
で
職
務

専
念
義
務　
！?

【
東
京
・
神
田
分
会
】

　
「
服
務
通
信
」
に
載
っ
た

「
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
せ

ん
か
?　

国
家
公
務
員
違

反
で
す
！
―
ト
イ
レ
の
中

で
携
帯
電
話
を
使
っ
て
株

取
引
」
の
記
事
を
見
た
時
の

会
話
。

　
「
今
も
こ
ん
な
人
い
る
の

か
ね
～
」

　
「
ト
イ
レ
の
時
間
も
仕
事

の
こ
と
考
え
て
い
な
い
と
、

職
務
専
念
義
務
違
反
と
い

う
こ
と
?
」

　
「
不
祥
事
が
怖
い
か
ら
大

げ
さ
に
言
っ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
が
、
厳
密
に
言
う
と
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

こ
ん
な
細
か
い
こ
と
は
言

わ
な
く
て
も
…
…
」

　
「
ト
イ
レ
が
数
少
な
い
安

息
の
場
だ
っ
た
の
に
…
…

ま
た
一
つ
消
滅
か
～
」

管
運
ツ
イ
ッ
タ
ー

【
東
海
・
小
牧
分
会
】

「
仕
事
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

記
さ
れ
た
職
員
の
声

・
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電

話
が
な
ぜ
管
理
運
営
に
回

さ
れ
る
の
?　

そ
れ
は
一

般
相
談
な
の
?

・
何
を
す
る
に
も
事
務
提
要

を
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

見
て
も
知
り
た
い
こ
と
が

書
か
れ
て
い
な
い
。

・
忙
し
す
ぎ
て
新
人
に
仕
事

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ず
申
し
訳
な
い
。
新
人

職
員
が
可
哀
そ
う
。

・
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
の
負
担

が
増
え
た
た
め
、
仕
事
が
回

せ
な
い
。

・
一
元
化
へ
の
移
行
が
誤

り
。
全
て
の
事
務
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ん
て
理

想
で
し
か
な
い
。

　「核兵器のない世界のために一緒に歩きましょう」と５月
６日、２０１０年原水爆禁止国民平和大行進が東京都江東区の
夢の島（東京―広島コース）から出発しました（１９５８年に
始まり、ことしが53回目となる平和大行進は全国11幹線
コースと各地の網の目で繰り広げられる）。
　色とりどりの幟や横断幕を手に、６００人が「ＮＰＴ（核不
拡散条約）再検討会議に核兵器廃絶の声を届けよう」「核兵
器廃絶の国際交渉を開始せよ」と唱和しました。
　また、北海道―東京コースは８日、最北端の島・礼文島を
スタートしました。
　海からの風が音を立てて吹きつける中で行われた出発式
で、東京まで歩く通し行進者は「平和な島、礼文島から平和
大行進がスタートするのは意義深い。元気よく平和をア
ピールしていきます」と力をこめました。

　ことしは、飛騨山脈（北アルプス）立山連峰の主要峰・
薬師岳――標高2926㍍ に挑戦。重量感のあるどっしりし
た姿は、北アルプスの中で随一といえます（上級コースは
標高2840㍍の黒部五郎岳も登ります）。
▼日程　8月5日(木）～7日(土）　
　集合は5日7時30分　折立休憩所前（薬師岳登山口）
　宿泊は「太郎平小屋」(150名収容)
▼定員　40名程度　▼参加費（2泊5食）2万円
▼申込み　「近畿地連・第49回全国税山のつどい」係まで
　電話　06－6941－2169　FAX　06－6941－8987

第49回山のつどいへのお誘い

　高齢期の雇用について

■65歳までの定年延長の必要性
～略～　無収入の期間が生じない
よう、平成25年度から定年年齢
を段階的に65歳に引き上げる必
要。
■定年延長を実現するための条件
　①～略～、②60歳以降の給与
抑制により総給与費の増加を抑
制、③60歳までについても年功
的な給与カーブの見直し。
　各府省は、再就職のあっせんが
禁止される下で、65歳までの雇用
維持を実現可能とするための人事
管理を具体化、公務内外で本格的
に人材を活用できる仕組みに。
■定年延長後の職業人生イメージ
　一般職員については　～略～　
全体としては現在よりも昇進を遅
らせ、65歳まで勤務。ライン職を
中心とした人事管理や職員の意識
を改め、複線型人事管理へ一層転
換。60歳以降は短時間勤務や早
期退職の選択など多様な選択肢を
用意。
　幹部職員については、～略～　
本府省審議官等に役職定年制を導
入。役職定年後は65歳までその
能力を公務内外で適切に活
用。早期退職を支援する退
職給付制度。

非核の世界 世論の力で
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憲
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３

憲
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憲
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憲
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今
年
で　

回
目
を
迎
え
た

10

集
会
で
は
、
法
政
大
学
教
授

の
田
中
優
子
さ
ん
ら
が
講
演

し
、
田
中
教
授
は
「
憲
法
は

法
律
と
は
異
な
り
、
現
実
に

合
わ
せ
て
変
え
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
」
と
指
摘
し
、
日

本
が
取
る
べ
き
外
交
・
安
全

保
障
政
策
と
し
て
「
九
条
を

守
る
こ
と
、
在
日
米
軍
の
撤

去
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
構

築
」
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

法
律
家
・
公
務
員
試
験
の

講
義
を
行
う
「
伊
藤
塾
」
塾

長
で
弁
護
士
の
伊
藤
真
さ
ん

は
「
ど
ん
な
名
目
で
も
戦
争

を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
強

調
し
、「
若
い
世
代
へ
憲
法

の
尊
さ
を
伝
え
る
努
力
」
を

促
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
普
天
間
基
地

問
題
に
関
す
る
発
言
も
相
次

ぎ
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂
党

首
は
、
鳩
山
首
相
が
5
月
末

の
解
決
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
「
沖
縄
の
人
た

ち
は
基
地
撤
去
と
い
う
真
の

解
決
を
望
ん
で
お
り
、
大
事

な
こ
と
は
時
期
で
は
な
い
」

と
批
判
。
共
産
党
の
市
田
忠

義
書
記
局
長
も
「
日
本
の
ど

こ
に
も
地
元
合
意
を
得
ら
れ

る
所
は
な
い
。
基
地
が
生
み

出
す
苦
し
み
を
無
際
限
に
た

ら
い
回
し
せ
ず
、
米
国
に
引

き
受
け
さ
せ
る
べ
き
」
と
語

り
ま
し
た
。
集
会
後
、
参
加

者
は
銀
座
一
帯
を
「
憲
法
改

悪
許
す
な
」
な
ど
と
訴
え
な

が
ら
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

2010年国民平和大行進が出発

「核なくせ」訴え一緒に歩きましょう

　▼定年年齢65歳引上げスケジュール案
  平成37年度〜　平成25年度　〜平成24年度
　　
65歳

　　　
61歳

　　　
60歳

　※年金支給開始年齢の引上げに対応し、平成25年度から
　３年ごとに１歳ずつ、段階的に65歳まで定年を引上げる
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公
平
で
納
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の
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い
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人
事
院
は
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年
度
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か
ら
定
年
年
齢
を
段
階
的
に

　

歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

65適
当
で
あ
る
」、「　

歳
代
前

60

半
の
給
与
水
準
及
び
給
与
体

系
を
設
計
す
る
ほ
か
、　

歳
60

前
の
給
与
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
平
成　

年
22

中
を
目
途
に
具
体
的
な
立
法

措
置
の
た
め
の
意
見
の
申

出
」
を
今
夏
の
勧
告
で
行
う

と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
昨
年
7

月
、「
公
務
員
の
高
齢
期
の

雇
用
に
関
す
る
研
究
会
」
が

行
っ
た
最
終
報
告
・
概
要
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の

中
で
、
定
年
延
長
後
の
給
与

カ
ー
ブ
を
大
き

く
下
げ
る
「
イ

メ
ー
ジ
」
も
示

し
て
い
ま
す
。

　

定
年
延
長
に

よ
る
職
務
や
給

与
水
準
等
に
つ

い
て
、
人
事
院

は
未
だ
検
討
内

容
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
給
与
水

準
等
は
働
き
方
と
の
関
係
で

決
め
る
も
の
で
あ
り
、
働
き

方
を
変
え
ず
に
定
年
延
長
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
単
純
に
給

与
カ
ー
ブ
を
引
き
下
げ
る
考

え
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

東
京
で「
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憲
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加
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制
度




